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Ⅰ 問題 

文部科学省（2009a，2009b）は，知的障害のあ

る児童生徒の学習上の特性として，学習によって

得た知識や技能が断片的になりやすく，実践的な

生活経験が不足しがちであることから，将来の生

活に必要な基礎的な知識や技能及び態度を育て，

児童生徒の興味・関心や得意な面を考慮する教育

的対応を基本とした各教科等を合わせた指導を行

うことが効果的であるとし，日常生活の指導，遊

びの指導，生活単元学習，作業学習等を示してい

る。また作業学習で取り扱われる作業活動の種類

は，農耕・園芸のほか，販売，接客等も含み多種

多様であることを述べている（文部科学省，

2009b）。 

太田・北尾（2006）は，生きる力をはぐくみ生

活を豊かにするために，養護学校義務制実施以前

から農耕・園芸が行われ，高等部作業学習の実習

において，一人一人への対応が工夫できる作業種

として大きな位置を占めていると報告している。

松本（2008）は，生徒が卒業後には地域社会で生

活していくことを考えると，地域における社会資

源を活用する視点を持つことが重要であると示唆

している。川原（2013）は，対面販売等に参加し

た生徒たちが多くの人から評価してもらうことで，

作業等に積極的に取り組むようになったこと，地

域特産の野菜を栽培することで，地域とのつなが

りを意識することができたと報告している。 

一方，教師は地域と連携する労力に関して懸念

を抱いているため，学校や学部全体で地域と連携

する体制づくりや情報を共有する機会の設定をよ

り強化し，望ましい連携の姿を追求していくこと

が求められている（鈴木，2013）。太田・小倉・高

倉・藤田・中坪（2009）も，実践する担当教師に

対して調査を行い，教師がどのような感想や課題

を持って作業学習を実践しているか，具体的な支

援上の配慮や手立て等を明らかにすることが有効

であり，教師の手応えを掘り下げ，教育現場の実

践に還元する必要があるとしている。 

Ⅱ 目的 

特別支援学校（知的障害）高等部作業学習にお

ける農耕・園芸及び地域と連携した農耕・園芸の

取組の実態，取組に関する具体的な工夫について

明らかにする。 

Ⅲ 研究Ⅰ 

1 目的 

農耕・園芸及び地域と連携した農耕・園芸の取

組の実態を明らかにする。 

2 方法 

全国の特別支援学校（知的障害）の Web サイト

上で，作業学習農耕・園芸（以下，農耕・園芸）に取り

組んでいるとの記載が確認できた学校の高等部作業

学習農耕・園芸担当教師（以下，担当教師）に依

頼した。研究協力が得られた 66 校を対象とし，郵

送による質問紙調査を行った。調査は，2014 年 8

月上旬から 10 月下旬に実施し，調査項目は，予備

調査で確定した以下の質問項目を用いた。 

1）フェイスシート（担当教師の属性） 

2）農耕・園芸の取組の実態 

3）地域と連携した農耕・園芸の取組の実態 

4）農耕・園芸に対する担当教師の考え 

5）地域と連携した農耕・園芸に対する担当教師の

考え 

3 倫理的配慮 

学内の倫理委員会に研究実施の申請を行い，実

施に問題がないことを確認した。 

4 結果と考察 

1）回収状況 

返信があった農耕・園芸担当教師 61 名の結果

を集計した。 



 

 

表 1 栽培・加工理由（複数回答）n=30 

項目 人数 ％ 

加工のしやすさ 28 93.3 

教師間で話合 24 80.0 

気候に合っている 22 73.3 

つくった経験がある 21 70.0 

地域特産である 14 46.7 

手間が少ない 13 43.3 

天候に左右されない 13 43.3 

教えてもらった 9 30.0 

地域のニーズ 9 30.0 

生徒の希望 5 16.7 

学内掲示 2 6.7 

その他 18 60.0 

 

2）農耕・園芸の取組の実態 

栽培する作物を選んだ理由について，作物全体

では「加工がしやすいから」，「教師間で話し合っ

て，その作物が良いという話になったから」，「地

域の気候に合っている作物であるから」や「教師

が作ったことのある作物・加工品であるから」が

半数以上を占めた（表 1）。埼玉大学教育学部附

属特別支援学校（2013）の農園芸班では，栽培

する作物を選ぶ際に，生徒にとって身近な食材で

あり，完成や味がイメージしやすく，最後まで意

欲的な姿勢で作業に取り組めるよう切り干し大根

を取り上げている。担当教師は，生徒の意欲的な

取組を念頭に置き，それに付随する形で地域の気

候等を配慮しながら，教師自身の経験を活かし，

地域と連携を視野に入れた農耕・園芸を行ってい

ることが考えられる。 

前村・新里・福田・片岡（2012）は，様々な

人々に受け入れられる「商品」として付加価値を

高めていくことは，生活技術や作業規律の習得を

基盤として，より推進されるべきだと述べてい

る。前村ら（2012）の実践は，和紙・紙製品づ

くりの作業学習であるが，作業学習として適した

製品づくりは，どの作業班でも教師間で話し合

い，製品の付加価値を高めることを意識し取り組

んでいることが考えられる。 

表 2 農耕・園芸における地域の人との交流内容 

 （複数回答）n=50 

項目 人数 ％ 

学内での対面販売 40 80.0 

地域での対面販売 27 54.0 

地域の人からの技術指導 16 32.0 

近郊の農業高校等との共同作業 15 30.0 

地域の人に対しての講習会 3 6.0 

その他 18 36.0 

 

表 3 対面販売のねらい（複数回答）n=45 

項目 
学内 n=40 地域 n=27 

人数 ％ 人数 ％ 

コミュニケーション 36 90.0 27 100.0 

学校理解 33 82.5 25 92.6 

生徒理解 31 58.9 21 58.8 

技術向上 5 12.5 6 22.2 

活動充実 3 7.5 6 22.2 

その他 3 7.5 3 11.1 

 

3）地域と連携した農耕・園芸の取組の実態 

 8 割以上の担当教師が，農耕・園芸において近

隣の学校の学生等を含む地域の人との交流がある

と回答した。その中で，農耕・園芸における地域

の人との交流内容について，「学内での対面販売

（学内の文化祭や喫茶等を含む）」に取り組んでい

るとの回答が最も多く 8 割を占めた（表 2）。学内

外での対面販売では，主にコミュニケーション能

力の育成や地域の学校理解，生徒理解をねらって

いるとの回答を得た（表 3）。渡辺（2013）は「流

通・サービス」の授業において，「販売」の実施率

は高く，地域の人々と交流することで様々な世代

の人とのコミュニケーションの取り方を獲得し，

学校の存在を知ってもらえたと述べる。前村ら

（2012）は，作業学習において製品と販売とは不

可分であり，販売学習で生徒が地域とのつながり

をひろげていくと述べる。農耕・園芸においても，

コミュニケーション能力の育成や地域の学校・生

徒理解をねらい，地域と連携して取り組んでいる

ことが分かった。 



 

 

表 4 地域と連携した農耕・園芸の周知と参加の

情報発信の方法（複数回答）n=49 

項目 
周知 参加 

人数 ％ 人数 ％ 

発信あり         41 83.7 26 53.1 

インターネット 20 40.8 3 6.1 

役所や新聞社へ

の広報依頼 
13 26.5 5 10.2 

ポスターの掲示 13 26.5 5 10.2 

回覧板 9 18.4 6 12.2 

直接依頼・宣伝 7 14.3 15 30.6 

学校便りの配布 6 12.2 1 2.0 

その他 12 24.5 4 8.2 

発信なし 8 16.3 23 46.9 

 

地域と連携した農耕・園芸に参加してもらうた

めの情報発信の方法について，「特に発信してい

ない」と回答した担当教師がおよそ半数であった

(表 4)。松本（2008）は，広く地域に目を向け，

地域資源や人材を活用した学習を展開することに

より，地域への理解啓発につながると述べてい

る。地域資源や人材を活用した学習が展開できる

よう，参加してもらうための地域への理解，啓発

の取組が課題であることが考えられた。 

地域と連携した農耕・園芸の取組に対する担当

教師の考えとして（表 5），実際の取組の有無に限

らず，今後「農耕・園芸に限らず，様々な機会に

学校のことを知ってもらい，連携するきっかけを

作る」が最も多かった。このことから，担当教師

は地域と連携した農耕・園芸に取り組む前段階と

して，地域の人に学校全体のことを知ってもらう

ことを重視していることが考えられた。また，「得

意な教師が一人でするのではなく，他教師と協力

して行っていく。」の項目において，地域と連携し

た農耕・園芸の取組ありと回答した担当教師はお

よそ 6 割であった。 

以上のことから，地域と連携した農耕・園芸に

取り組んでいくためには，他教師との連携，農耕・

園芸に限らず様々な機会に学校のことを知っても

らい，連携するきっかけを作ることが示唆された。 

表 5 地域と連携した農耕・園芸の取組に対する

教師の考え（複数回答）n=61 

項目 
取組あり n=50 取組なし n=11 

人数 ％ 人数 ％ 

学校理解，連携する 

きっかけづくり 
44 92.0 8 72.7 

他教師と連携 30 62.0 4 36.4 

地域と作業 23 46.0 5 45.5 

販売活動 21 42.0 6 54.5 

天候に左右されない 16 32.0 6 54.5 

地域の特産物を育てる 12 24.0 2 18.2 

費用負担軽減 9 18.0 2 18.2 

喫茶を開く 6 12.0 4 36.4 

その他 1 9.1 3 6.0 

 

Ⅳ 研究Ⅱ 

1 目的 

 研究Ⅰを受けて，特別支援学校（知的障害）高

等部作業学習における地域と連携した農耕・園芸

の取組に関する具体的な工夫について事例的に明

らかにする。 

2 方法 

研究Ⅰで行った質問紙調査において，地域と連

携した農耕・園芸の必要感が高く，地域と連携し

た農耕・園芸の活動回数や種類が比較的多く，地

域と連携する体制，特に地域と情報を共有する機

会について取組が見られる A 県立 B 特別支援学

校高等部作業学習農耕・園芸担当教師に依頼し，

学校を訪問しての半構造化面接を行った。 

質問項目は以下の項目等を用いた。 

1）農耕・園芸，および地域と連携した農耕・園

芸の具体的な取組について 

2）地域と連携した農耕・園芸に取り組むための

学校内での連携体制 

3）地域と連携した農耕・園芸に取り組むための地

域との連携体制  

3 結果と考察 

1）農耕・園芸，および地域と連携した農耕・園

芸の具体的な取組について 

A 県立 B 特別支援学校の生徒は，地域の人から



 

 

しいたけ栽培を教えてもらったり，地域の小学生

に花植えを教えたりしていた。 

2）地域と連携した農耕・園芸に取り組むための学

校内での連携体制 

地域から紹介されたイベント情報等を他学部の

教員とメールで共有していた。 

3）地域と連携した農耕・園芸に取り組むための地

域との連携体制 

学校と地域が連携した開かれた学校づくり検討

委員会を設けていた。学校で生徒が具体的にどの

ようなことに取り組んでいるか，知ってもらうき

っかけになっている。作業学習等の教育活動へ結

びつき，生徒の就職のきっかけとなっていること

が分かった。学校が，生徒や保護者も含めたくさ

んの人が集まる点を活かし，地域の広報として役

割を担っていることが分かった。また，日常的に

心掛けていることとして，訪問後の礼状，教えて

もらったことの実践報告を常に行っていた。地域

と日常的な自然なやりとりを大切にすることから，

困った時も助けてもらいやすい関係の構築を図っ

ていることが分かった。担当教師は，地域と連携

する際に支援学校というところに理解をもち，何

かしようとする時は教えてくれるところ，また学

校としても地域にメリットがある内容が設定でき

るよう心掛けていた。  

Ⅴ 総合考察 

研究Ⅰ，研究Ⅱの両研究を通じ，地域と連携し

た農耕・園芸に取り組むための具体的な工夫につ

いて以下の視座を得た。 

1 農耕・園芸の情報発信の方法 

 廣森・山内・西村・渡邉・石岡・加藤・工藤

（2011）は，教員は地域の社会資源を有効活用

することで生徒の生活が安定することは，学校も

十分認識しているが，教師が個人の努力で情報提

供する方法では，個人によって差が出てくる可能

性があることを指摘し，学校の教員個人に負担を

かけずに継続できるスタイルをつくっていく必要

があると述べる。A 県立 B 特別支援学校のよう

に，学校全体で取り組むことが個人に負担をかけ

ず継続できるのではないかと考えられる。 

2 地域と連携した農耕・園芸の交流内容 

研究Ⅱにおいて，担当教師は礼状を送ったり，

教えてもらった農園芸作物を報告したりしている。

地域からいただいたイベント情報等を校内の教師

や生徒，保護者に知らせている。日常的なやりと

りから，学校と地域相互にメリットを得るように

している。学校が地域の情報を発信することは，

地域と連携するための一助になると考えられた。 

3 開かれた学校づくりの取組 

研究Ⅰの結果から，農耕・園芸に限らず，様々

な場面で学校を知ってもらうことが，地域と連携

した農耕・園芸につながると考えられた。A 県立

B 特別支援学校の事例では，開かれた学校づくり

検討委員会等（以下，委員会）で，連携する体制

や情報共有する機会の設定を年 2 回設けてい

た。研究Ⅰ及び研究Ⅱの結果から，開かれた学校

づくりを学校全体で行う工夫が考えられた。 

 以上のことから，委員会や作業学習を越えた

様々な教育活動を通し，開かれた学校づくりを学

校全体で取り組む工夫が，地域と連携した農耕・

園芸の取組につながると示唆された。 
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